
 

2023

春
闘
職
場
オ
ル
グ
（
職
場
訪
問
）
の
実
施
！ 

と
り
く
み
状
況
と
回
答
引
き
出
し 

４
月
17
日
（
月
）
か
ら
４
月
21
日
（
金
）
の
５
日
間
か

け
て
、
毎
年
恒
例
の
職
場
オ
ル
グ
（
各
職
場
を
執
行
部
が
訪

問
し
、
職
場
の
問
題
点
や
春
闘
の
状
況
報
告
を
聞
く
）
を
行

い
、
合
計
で
20
の
職
場
を
回
り
、
春
闘
の
取
り
組
み
の
現

状
と
課
題
、
回
答
状
況
な
ど
聞
き
取
り
を
し
て
き
た
。
こ
の

春
闘
職
場
オ
ル
グ
の
大
事
な
側
面
と
し
て
は
各
職
場
の
春

闘
の
回
答
状
況
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
す
る
の
も
大
事
だ
が
、
執
行

部
が
同
行
す
る
こ
と
で
お
互
い
の
職
場
で
の
情
報
の
共
有
、

普
段
執
行
委
員
会
な
ど
で
聞
き
に
く
い
こ
と
な
ど
を
聞
く

こ
と
の
出
来
る
場
と
し
て
、
活
用
し
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
。
執
行
部
も
16
人
が
参
加
を
し
た
。 

何
処
の
職
場
も
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
て
お
り
、
コ
ロ

ナ
も
4
年
目
に
突
入
し
て
い
る
中
で
、
売
上
が
前
年
よ
り

も
上
昇
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
増
え
て
き
て
い
る
。
た
だ
、
不

安
定
な
社
会
情
勢
と
異
常
な
物
価
高
の
影
響
で
、
ガ
ソ
リ
ン

代
や
電
気
・
ガ
ス
代
の
高
騰
を
訴
え
る
経
営
者
も
散
見
さ
れ

た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
働
く
者
も
同
じ
で
あ
り
、
生
活
す
る

の
に
様
々
な
物
が
値
上
げ
し
て
い
る
現
状
で
あ
る
。
経
営
者

に
は
約
40
年
振
り
の
物
価
高
騰
と
い
う
観
点
か
ら
何
と
か

踏
ん
張
っ
て
賃
上
げ
の
実
現
を
要
求
し
て
い
く
。
各
職
場
の

主
な
付
帯
要
求
と
し
て
は
、
新
規
採
用
の
問
題
、
60
歳
以

上
の
定
年
延
長
に
よ
る
賃
金
低
下
の
問
題
、
組
合
員
の
高
齢

化
で
の
賃
金
規
定
の
問
題
、
退
職
金
規
定
の
問
題
、
新
賃
金

体
系
の
こ
と
、
新
執
行
部
の
育
成
の
問
題
な
ど
聞
き
取
り
を

す
る
と
様
々
な
問
題
に
直
面
し
て
い
る
職
場
が
多
い
こ 

と
が
分
か
っ
た
。
ま
た
、

裏
面
に
は
実
際
に
今
回
の

職
場
オ
ル
グ
で
同
行
し
た

執
行
部
の
感
想
文
を
記
載

し
て
い
る
の
で
ご
覧
く
だ

さ
い
。
最
後
に
、
今
回
の

職
場
オ
ル
グ
に
参
加
し
た

執
行
部
の
皆
さ
ま
、
運
転

を
お
願
い
し
た
執
さ
れ
た

執
行
部
の
方
に
は
ご
協
力

を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

全
国
一
般
大
阪
は
、
３
月
30
日
、
第
１
回
単
組
代
表

者
会
議
を
開
催
し
た
。
来
月
か
ら
コ
ロ
ナ
も
5
類
感
染

症
に
変
更
さ
れ
た
が
、
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
の
中
で
、

13
組
合
支
部
27
名
の
職
場
の
仲
間
の
参
加
の
も
と
標
記

の
会
議
を
PLP
会
館
で
行
い
、
春
闘
な
ど
現
状
と
課
題
に

つ
い
て
提
起
・
報
告
、
協
議
を
深
め
た
。 

 

宇
野
副
委
員
長
が
開
会
の
あ
い
さ
つ
と
座
長
を
務
め
、

議
事
を
進
め
た
。
冒
頭
あ
い
さ
つ
で
福
島
委
員
長
は
「
今

春
闘
は
特
に
大
手
が
満
額
回
答
を
出
し
て
い
る
中
で
、
い

か
に
中
小
に
ま
で
波
及
す
る
か
、
こ
れ
か
ら
の
交
渉
で
し

っ
か
り
勝
ち
取
ろ
う
」
と
檄
を
飛
ば
し
た
。 

議
事
で
は
、
太
田
書
記
長
が
2023
春
闘
中
間
点
検
と
４

月
段
階
の
課
題
に
つ
い
て
提
起
し
た
。
春
闘
の
と
り
く
み

で
は
、
32
組
合
支
部
要
求
平
均
１
万
5461
円
（
6.66
％
： 

 

26
組
合
支
部
）
、
ち
な
み
に
前
年
は
平
均
1
万
1797
円

（

3.87

％
）
、
回
答
は

14

組
合
支
部
平
均

6902

円

（
2.47
％
：
10
組
合
支
部
）
と
な
っ
て
い
る
。
ち
な
み

に
前
年
は
4857
円
（
1.73
％
）
で
あ
り
、
要
求
・
回
答
と

も
に
上
回
っ
て
い
る
。
４
月
末
ま
で
の
決
着
を
強
化
す

る
。
燃
料
や
電
気
・
ガ
ス
代
の
高
騰
と
数
十
年
ぶ
り
の

物
価
高
の
中
で
も
、
多
く
の
職
場
で
昨
年
実
績
を
上
回

っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
物
価
高
超
え
の
賃
上
げ
を

勝
ち
と
れ
る
よ
う
回
答
引
き
出
し
に
向
け
強
化
し
て

い
く
。
職
場
の
と
り
く
み
で
は
、
多
く
の
職
場
で
要
求

提
出
し
、
妥
結
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
永
大
産
業

労
組
は
何
度
も
団
体
交
渉
を
行
っ
た
が
2931
円
で
妥

結
。
常
陽
興
業
労
組
は
昨
年
の
倍
の
月
4400
円
で
妥
結
。

ア
イ
エ
ス
ケ
ー
労
組
・
日
本
シ
ー
ル
労
組
・
マ
ル
カ 

     

し
、
交
渉
を
進
め
て
い
る
。
永
大
産
業
、
ハ
イ
ウ
ェ
イ

管
制
労
組
で
は
定
昇
を
確
保
、
マ
ル
カ
ミ
物
流
支
部
で

は
定
昇
プ
ラ
ス
賃
上
げ
を
獲
得
し
て
い
る
が
多
く
の

職
場
で
は
こ
れ
か
ら
交
渉
が
本
格
化
し
て
い
く
。
ま

た
、
新
型
コ
ロ
ナ
問
題
で
は
、
本
部
の
統
一
要
求
書
（
特

別
有
給
休
暇
＝
特
休
、
の
協
定
化
な
ど
）
を
基
に
交
渉

し
、
特
休
の
協
定
化
を
確
保
（
ハ
イ
ウ
ェ
イ
管
制
労
組
）

し た
職
場
を
含
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
全
力
を
上
げ
て 

 

 

２
０
２
3
春
闘
追
い
上
げ
よ
う
！ 

第
１
回
単
組
代
表
者
会
議
開
催
、
格
差
・
縮
小
を
図
ろ
う
！ 

 

ミ
物
流
支
部
は
前
年
を
上
回
る
回
答
で
妥
結
。
ハ

イ
ウ
ェ
イ
管
制
労
組
・
加
美
電
子
工
業
労
組
は
10000

円
以
上
の
回
答
を
引
き
出
し
て
妥
結
し
た
。
ま
た
、

職
場
報
告
で
は
13
組
合
支
部
か
ら
、
春
闘
状
況
や

職
場
で
の
現
状
と
問
題
点
な
ど
も
報
告
し
て
も
ら

っ
た
。
や
は
り
ど
こ
の
職
場
も
物
価
高
に
対
す
る

実
生
活
の
厳
し
さ
、
何
と
か
賃
金
に
反
映
し
た
い

と
切
実
な
思
い
を
訴
え
て
い
た
。 

 

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
執
行
部
を
中
心
に
毎

年
恒
例
の
春
闘
職
場
オ
ル
グ
を
展
開
（
４
月
17
～

21
日
・
内
容
は
下
記
参
照
）
し
、
職
場
の
と
り
く

み
の
現
状
と
課
題
を
把
握
し
て
い
く
こ
と
な
ど
を

確
認
し
た
。
道
脇
副
委
員
長
の
閉
会
、
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ー
で
終
え
た
。 

        

安
倍
政
権
は
、
４
月
７
日
緊
急
事
態
宣
言
を
発

令
し
、
４
月
８
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
国
内
外

か
ら
の
批
判
に
も
あ
る
よ
う
に
遅
き
に
失
し
た
宣

言
で
も
あ
る
。 

  

 

 

組合・支部 要求額 要求率 一時金要求 諸 要 求 回答額 回答率 一時金等 提出回答 

永 大 産 業 13,324 5.0 夏季 2.5 ヶ月 家族手当の充実 2,931 1.20  3/6 

さ か え 清 掃 19,024 5.0 年間 5 ヶ月 定年延長    2/27 

常 陽 興 業 11,000 2.59 年間 5 ヶ月 定年延長 4,400 1.04 年間 5 ヶ月 
 

Ｓ Ｙ Ｃ 16,500 4.04 5.2 ヶ月/年 定年延長    
 

羽 曳 野 委 託 16,500 3.40 5.2 ヶ月/年 定年延長     

日 光 16,500 4.83 5.2 ヶ月/年 定年延長     

金 岡 興 業 16,500 4.29 5.2 ヶ月/年 定年延長     

河 内 長 野 清 掃 16,500 6.93 7.0 ヶ月/年 定年延長    
 

エスワイミハラ 16,500 
 

5.2 ヶ月/年 定年延長    
 

和泉委託金楽商事 16,500 5.72 年間 5 ケ月 定年延長 6,540 2.27 年間 3 ヶ月 3/28 

電 子 専 門 学 校 16,500 3.71 年間 5 ヶ月 
 

   2/24 

内 藤 証 券 22,540 6.0 
  

   4/25 

ｿ ﾆ ｰ ﾏ ｰ ｹ ﾃ ｨ ﾝ ｸ ﾞ 16,500 5.53 年間 7.8 ヶ月 
 

   
 

日 本 工 業 試 験 所 13,500 5.3 
 

家族手当充実 8,000 3.14  
 

経 大 生 協 16,500 6.69 年間 4.5 ヶ月 
 

   
 

ア イ エ ス ケ ー 12,000 4.93 
 

再雇用見直し 9,000 3.69  4/14 

加 美 電 子 工 業 13,554 4.57   10,054 3.39  3/28 

日 本 シ ー ル 13,200 5.6 
  

8,000 3.07  3/20 

ハ イ ウ ェ イ 管 制 16,500 5.98 年間 4.6カ月 
 

10,000 3.62  2/1 

サ ン ビ ー 10,000 2.99 夏季 2 ヶ月 
 

   2/20 

前 川 11,790 4.70 年間 4 ヶ月 
 

   3/30 

言 語 交 流 研 究 所 16,500 5.21 
  

5,183 1.80  4/3 

サ ン プ ラ ザ 11,160 5.0      3/9 

近 畿 制 動 関 連 16,500    5,000   4/21 

マ ル カ ミ 物 流 16,500 
 

年間 5 ヶ月 
 

7,000   3/22 

都 島 自 動 車 学 校 19,663 6.0   5,714 1.70  3/3 

興産管理サービス 16,500 8.06      3/15 

新 関 西 国 際 空 港 13,500 
   

10,100   2/14 

南 海 グ ル ー プ 16,500   
 

   3/29 

東 洋 ワ ー ク         

イ シ イ         

共 立 産 業          

ハ ニ ュ ー フ ー ド 16,500 
 

年間 5 ヶ月 
 

   4/13 

ｴﾑｼｰｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ 16,500 4.71   5,000 1.42  4/18 

平 均 15,461 6.66   6,902 2.47   

32 組合支部 25 組合支部 
 

14 組合 10 組合  
 

 

 

 

 

 

２０２3 年 

4 月 28 日 

Ｎ０.７46 

全 国 一 般 大 阪 地 方 労 働 組 合 

大 阪 市 中 央 区 本 町 橋 ２ － ２ ３ 

ＴＥＬ ０６－４３０１－４６５５ 

ＦＡＸ ０６－４３０１－４６５６ 

発  行  人  福 島 憲 一 

編  集  人  太 田 崇 晴 

 



 

 

当面のスケジュール     
【2023/5】 
・5/01(月)10:00 第 94回大阪地方メーデー     大阪城公園太陽の広場 

・5/03(水)14:00 輝け憲法！平和といのちと人権を！2023集会 
       扇町公園 
・5/09(火)15:00 関西ブロック幹事会   全国一般大阪事務所 
・5/10(水)15:00 府本部第 8回執行委員会/共済推進委員会 PLP会館 4階 
     18:30 第 4回ユニオンスクール  PLP会館 4階 
・5/11(木)19:00 近畿制動関連労組執行委員会  サンクスエア堺 
・5/12(金)15:00 阪南地域協議会   サンクスエア堺 
     18:00 委託連合執行委員会   大野コミュニティ 
     18:00 言語交流研究所労組団交  職場近くの会議室 
     18:00 内藤証券労組弁護士打合せ  武村法律事務所 
・5/13(土)18:00 ユニオンおおさか執行委員会  全国一般大阪事務所 
・5/14(日)09:30 全国一般評議会四役・幹事会  全水道会館 
・5/14～15    全国一般評議会オルグ養成研究会  全水道会館 
・5/16(火)18:30 前川労組執行委員会   前川奈良営業所 
・5/17(水)15:00 書記局学習会    全国一般大阪事務所 
     16:00 堺市議会協議    堺市役所 
     18:30 第 8回執行委員会   全国一般大阪会議室 
・5/18(木)13:00 金岡興業労組執行委員会  職場 
     14:00 河内長野労組団交   職場近くの会議室 
     16:30 東洋ワークセキュリティー支部団交 職場地下くの会議室 
     18:00 前川労組団交    前川本社 
・5/19(金)19:00 近畿制動関連労組団交   東洋ビル貸会議室 
・5/20(土)16:00 青年女性部幹事会   全国一般大阪事務所 
・5/22(月)18:00 WEB_南大阪地域協議会   永大産業労組 
・5/24(水)19:00 北大阪地域協議会   全国一般大阪事務所 
・5/25(木)18:30 ユニオンスクール事務局会議  全国一般大阪事務所 
・5/26(金)18:30 東南地域協議会   サンビー労組 
・5/27(土)14:00 NPO労働と人権サポートセンター第 15回総会 PLP会館 
     16:00 全国一般大阪退職者会第 11回総会 全国一般大阪会議室 
・5/30(火)18:30 第 2回単組代表者会議   PLP会館 4階 
・5/31(水)16:30 近畿労金会員全体会議   ホテル京阪 

 

 

 

地裁・労働員会日程 
◇内藤証券労組 
 ・追加申立（61号）     2021/10/29 
・第 4回調査（34・61号併合）    2022/1/27 
・最終陳述書      2022/12/4 
・第 2回あっせん     2023/3/23（次回 6/12） 

◇言語交流研究所労組 
 ・あっせん申請    2022/10/25 
 ・都労委あっせん    2023/3/24（次回 5/19） 
◇ユニオンおおさか・シークス支部 
・解雇撤回労働審判申立    2019/5/14 

 ・地裁最終弁論     2021/12/17 
 ・判決・敗訴      2022/3/28 
 ・控訴・高裁      2022/4/6 
 ・退職金地裁提訴     2022/11/21 
 ・高裁判決（棄却）       2022/11/24 
                 （上告受理申立 12/8） 
 ・シークス退職金弁論      2023/4/14（次回 5/26） 
◇EQWEL支部 
・地位確認提訴    2022/6/10 
・第 4回弁論     2023/3/24(次回 4/26) 

◇内藤証券本社支部 
・労働審判申立    2022/10/17 
・第 2回弁論      2023/3/22(次回 5/12) 

◇丸文支部 
・損害賠償等請求事件提訴   2022/9/15  
・第 3回弁論       2023/3/28(次回 4/28) 

◇三陽支部 
・あっせん申請    2023/2/17 

  ・第 1回あっせん    2023/4/7（次回 5/22） 
◇アクタス支部 
 ・地位確認請求    2023/2/27 
 ・第 1回期日     2023/4/28（延期） 
◇サトムラ支部 
 ・あっせん申請    2023/4/26 

 

2023 春闘調査とオルグ職場訪問 

4/18（火）9:00に本部に集合して、前岡さんのワンボックスカーに太田書記長と私が乗せてもらい、3人で出発しました。ちなみに服装は、太田

書記長と前岡さんはスーツ、私は私服でした。最初は永大産業に向かいました。敷地は広く、組合事務所も広く、思わずどっちが本部なのだろうと

思いました。専従をされている猿田委員長が対応して下さり、賃上げの話と会社の業績の話と組合員や社員が抱えている課題についてのお話が聞け

ました。課題というのは、管理する側になった若手(30 代)の離職率が高いというお話です。年功序列が色濃く残っているため、指導される側(ベテ

ラン)の賃金より、指導する側(若手)の賃金の方が低いことがネックになっているとおっしゃっていました。続いて日本シールに行きました。ここ

はエチケットブラシなどを作っている会社で、西前さんが対応してくださいました。忙しい時期らしく短い時間でしたが、現状の話が聞けました。

続いてアイエスケーに行きました。委員長の新藤さんと副委員長の川内さんと書記長の井上さんが対応してくださいました。東京や前橋等にある支

社の社員との横の連携の話をしてくださったり、生産しているボルトの製造工程の品を生で見せてくださいました。それらのボルトは鉄塔や地下鉄

などで目にすることができるそうです。電力会社にボルトの供給している 5社の内の 1社であるという話も聞きました。創業者一族の会長がメルセ

デスの S580助手席に乗って出かけて行ったのもうなずけます。 

昼食後、野村鍍金に行きました。委員長の山岡さんが対応してくださいました。春闘のお話を聞くと、業界柄、他社が生産したものを鍍金していく

ため、春闘の要求も例年 6月くらいだそうです。大阪本社の業績は悪くはないが、主力工場が広島のため、広島がこけると赤字になるというお話を

聞けました。それと、三田にも工場があるのですが、大阪本社勤務の社員が三田工場に異動を命じられて困っているそうです。会社の言い分として

は三田も大阪工場の一つだと言っているそうで、そこをどう解決していくかが課題だそうです。続いてハイウェイ管制に行きました。そこでは前田

委員長が対応してくださいました。春闘の回答や一時金の予想、組合員が 7名増えた話、今後の組織運営の話など多岐にわたりお話してくださいま

した。課題は、どうやって委員長のポストを次期委員長にバトンタッチするか、定年後の再雇用の賃金や契約期間についてどういう交渉をしていっ

たらいいか、というお話をされていました。最後にソニーマーケティングに行きました。ここでは、土井書記長が対応してくださいました。大阪に 7 つ

の部署や工場があるそうですが、大阪府立体育会館の真ん前にある修理などを請け負う部署にお邪魔しました。春闘の要求はまだされていないのですが、

大東工場の濱口委員長とうまく連携しながら活動されていることがわかりました。今回は全部で 6社見学させていただきました。いくつかの会社で、社是

や会社理念を社員が目にしやすいところに掲示してあるのを気づいたのと、本社と支社の社員同士の連携を大事にされていて、それがうまくいっているの

で、委員長は大変なのだろうというのがうかがえました。そして、若手社員とベテラン社員の賃金格差、定年後の再雇社員の賃金やモチベーション、65歳

以上の契約延長について、こういった喫緊の課題を本部がどう対処されるかが今後の焦点になると思われました。簡単ですが報告は以上です。 

 

 

 

第 3 回ユニオンスクールを開催 

 4/12(水)、18 時半から PLP 会館 4 階小 B 会議室で、全国一般と公民評の共同行動の一環として、ユニオンスクールを開催していて、今回が第 3

回目である。「中小企業支援策の実務」と題して、自治労府本部の大西副委員長と中村書記に約 30 分ずつ講演して頂いた。当日会場には 15 名ほど

の仲間が参加しました。 

 冒頭は太田書記長が開会のあいさつをし、本田執行委員が司会進行を行った。最初に中村書記が「価格転嫁」について日本は米欧に比べて遅れて

いてそれが中小企業にも波及し、この何年間の春闘にも影響していると、説明した。後半は大西副委員長が、職業訓練についての助成金、キャリア

アップ助成金、リスキング支援コースについて説明をしました。質疑応答では、小野里執行委員と自治労東大阪の前田さんが職場での実態と照らし

合わせて、中小企業の支援について質問をしました。「中小企業支援策」と言っても様々な種類の支援があることを初めて知りました。今後は労働

組合として今回学んだことをどう活かせれるか、ということに尽きると思いました。 

 


